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【
う
ら
へ
続
く
】

　

敵
基
地
攻
撃
を
明
記
し

た
安
保
３
文
書
を
閣
議
決

定
（
16
日
）。「
専
守
防
衛

を
か
な
ぐ
り
捨
て
た
大
転

換
だ
」「
こ
ん
な
重
大
問
題

を
閣
議
決
定
で
強
行
す
る

こ
と
は
許
さ
れ
な
い
」「
武

　

日
本
共
産
党
の
志
位
委

員
長
は
16
日
、
岸
田
政
権

が
「
安
全
保
障
３
文
書
」

を
閣
議
決
定
し
た
こ
と
を

受
け
声
明
を
発
表
し
ま
し

た
。

　

志
位
氏
は
、
３
文
書
に

つ
い
て
「
専
守
防
衛
」
を

か
な
ぐ
り
捨
て
、「
戦
争
国

家
づ
く
り
」
の
暴
走
を
さ

ら
に
進
め
る
危
険
極
ま
り

な
い
も
の
に
な
っ
て
い
る

と
指
摘
。「
危
険
な
暴
走
に

「
専
守
防
衛
」
投
げ
す
て
　
安
保
政
策
大
転
換

「
戦
争
国
家
づ
く
り
」
許
さ
な
い

断
固
反
対
を
貫
き
、
閣
議

決
定
の
即
時
撤
回
を
強
く

求
め
る
」
と
表
明
し
ま
し

た
。

　

さ
ら
に
３
文
書
は
、
安

保
法
制
で
行
っ
た
集
団
的

自
衛
権
行
使
＝
「
戦
争
国

家
づ
く
り
」
の
法
制
面
の

整
備
に
続
き
、
今
度
は
実

践
面
で
そ
れ
を
担
う
自
衛

隊
の
能
力
を
抜
本
的
に
強

化
し
、
そ
れ
を
支
え
る
国

家
総
動
員
体
制
を
つ
く
り

あ
げ
て
い
く
も
の
だ
と
指

摘
。「
こ
う
し
た
大
転
換
を

選
挙
で
信
を
問
う
こ
と
も
、

国
会
で
の
審
議
も
な
し
に

強
行
す
る
の
は
、
民
主
主

義
を
根
底
か
ら
破
壊
す
る

暴
挙
だ
」
と
批
判
し
ま
し

た
。

　

志
位
氏
は
日
本
は
今
、

「
戦
争
か
、平
和
か
」
と
い

う
戦
後
最
大
の
歴
史
的
岐

路
に
た
っ
て
い
る
と
し
て
、

敵
基
地
攻
撃
能
力
保
有
と

大
軍
拡
に
反
対
す
る
一
点

で
の
国
民
的
共
同
を
呼
び

か
け
ま
し
た
。

（
声
明
全
文
は
、
共
産
党

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
）

力
で
平
和
は
つ
く
れ
な

い
」「
２
０
１
５
年
の
安
保

法
制
強
行
に
続
く
、
憲
法

の
平
和
主
義
を
破
壊
す
る

暴
挙
だ
」「
反
対
の
声
を
あ

げ
よ
う
」

　
　

×　
　
　
　

×

　
「
軍
事
費
５
年
間
で
総

額
43
兆
円
も
明
記
さ
れ

た
」「
岸
田
首
相
は
『
国
民

が
自
ら
の
責
任
で
』
と
発

言
し
た
」「
勝
手
に
決
め
て

押
し
つ
け
る
な
」「
後
で

『
国
民
』
を
『
わ
れ
わ
れ
』

に
訂
正
し
た
が
、
本
質
・

本
音
は
変
わ
ら
な
い
」

大
軍
拡
で
な
く 

９
条
を
持
つ
国
の
平
和
外
交
を

内部留保 500 兆円超す

　ゆがみ是正し
　　賃上げに活用を

　

増
え
続
け
て
い
る
大
企

業
の
内
部
留
保
が
初
め
て

５
０
０
兆
円
を
超
え
ま
し

た
。こ
の
10
年
間
で
１
・
５

倍
の
急
増
で
す
。一
方
、労

働
者
の
実
質
賃
金（
年
収
）

は
同
期
間
に
24
万
円
も

減
っ
て
い
ま
す
。
急
速
な

物
価
上
昇
で
賃
金
は
さ
ら

に
目
減
り
し
て
い
ま
す
。

　

大
企
業
が
利
益
を
た
め

込
み
、
賃
金
が
上
が
ら
な

い
ゆ
が
み
を
正
し
、
実
体

経
済
を
立
て
直
す
こ
と
が

急
務
で
す
。

　

そ
の
た
め
に
は
、
日
本

共
産
党
の
提
案
が
ま
す
ま

す
重
要
に
な
っ
て
い
ま
す
。

大
企
業
が
２
０
１
２
年
以

降
に
増
や
し
た
内
部
留
保

に
年
２
％
、
５
年
間
課
税
。

課
税
対
象
か
ら
賃
上
げ
や

「
グ
リ
ー
ン
投
資
」を
控
除

す
る
こ
と
で
大
企
業
の
賃

上
げ
と
投
資
を
促
し
ま
す
。

新
た
に
生
ま
れ
る
税
収
を

財
源
に
、
中
小
企
業
の
賃

上
げ
を
直
接
支
援
し
ま
す
。

最
低
賃
金
を
全
国
ど
こ
で

も
時
給
１
５
０
０
円
以
上

に
引
き
上
げ
る
こ
と
も
可

能
に
な
り
ま
す
。
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【
職
場
か
ら
の
続
き
】

　
　

×　
　
　
　

×

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
。

「
消
防
庁
は
緊
急
搬
送
困

難
事
案
が
全
国
で
５
４
７

０
件
に
な
っ
た
と
発
表
し

た
」「
第
７
波
を
超
え
た
」

「
今
年
は
あ
ち
こ
ち
で
忘

年
会
を
や
る
よ
う
に
な
っ

て
い
る
」「
コ
ロ
ナ
で
閉
店

し
た
店
も
多
い
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

物
価
上
昇
問
題
。「
10
月

の
毎
月
勤
労
統
計
調
査
に

よ
る
と
、
実
質
賃
金
は
前

年
同
月
比
２
・
６
％
減
と
、

７
カ
月
連
続
で
下
落
し

た
」「
下
落
幅
が
２
％
を
超

え
る
の
は
、
２
０
２
０
年

６
月
以
来
の
こ
と
だ
」「
ユ

ニ
ク
ロ
が
秋
冬
物
に
続
い

て
春
夏
製
品
も
値
上
げ
を

す
る
と
発
表
し
た
」「
今
ま

で
の
儲
け
は
ど
こ
に
行
っ

た
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
・
西
が
固
定

電
話
の
Ｉ
Ｐ
網
移
行
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
を
発
表
（
８

日
）。「
移
行
は
２
０
２
４

年
１
月
中
に
完
了
す
る
と

い
う
」「
固
定
電
話
は
24
年

元
旦
か
ら
全
国
一
律
３
分

９
・
35
円
に
な
る
」「
契
約

者
側
の
工
事
や
機
器
の
取

り
換
え
は
不
要
」「
ケ
ン
タ

く
ん
な
ど
の
割
引
サ
ー
ビ

ス
は
終
了
す
る
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞
受
賞

式
（
10
日
）。「
受
賞
し
た

ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
団
体
は
抵

抗
へ
の
連
帯
を
呼
び
か
け
、

ロ
シ
ア
の
団
体
代
表
は

『
異
常
で
犯
罪
的
な
侵
略

戦
争
』
と
発
言
し
た
」「
ロ

シ
ア
当
局
は
『
受
け
取
る

な
』
と
勧
告
し
た
」

　
　

×　
　
　
　

×

イ
ン
ピ
ー
ダ
ン
ス
に
カ
ン
パ
を
お
願
い
し
ま
す

　
　
　
　
　
　
イ
ン
ピ
ー
ダ
ン
ス
編
集
委
員
会

病院積立金の軍事費転用に怒り
　　「地域医療崩壊する」

　　公的病院労組が会見

　

財
務
省
が
軍
事
費
の
財

源
の
一
つ
に
、
公
的
医
療

機
関
を
運
営
す
る
独
立
行

政
法
人
の
積
立
金
の
国
庫

返
納
を
狙
っ
て
い
ま
す
。

　

全
医
労
と
全
Ｊ
Ｃ
Ｈ
Ｏ

病
院
労
組
は
、
厚
生
労
働

省
で
９
日
会
見
し
、
国
庫

返
納
に
強
く
反
対
す
る
と

表
明
し
ま
し
た
。

　

全
医
労
の
鈴
木
書
記
長

は
、
看
護
師
は
一
人
も
増

え
て
お
ら
ず
、
職
員
の
採

用
抑
制
や
退
職
者
を
合
わ

せ
て
、
実
質
６
０
０
人
ほ

ど
減
っ
た
と
告
発
。「
返
納

す
れ
ば
経
営
も
成
り
立
た

ず
、
地
域
医
療
が
崩
壊
す

る
」
と
強
調
し
ま
し
た
。

　

全
Ｊ
Ｃ
Ｈ
Ｏ
病
院
労
組

の
金
子
書
記
長
は
、「
患

者
・
利
用
者
の
医
療
・
看

護
・
介
護
で
得
ら
れ
た
報

酬
は
地
域
住
民
の
た
め
の

医
療
・
看
護
・
介
護
に
使

わ
れ
る
べ
き
だ
。
防
衛
費

で
は
な
い
」
と
訴
え
ま
し

た
。

　

岸
田
政
権
は
６
日
、
日

本
学
術
会
議
の
改
革
方
針

を
出
し
ま
し
た
。
方
針
は
、

学
術
会
議
が
推
薦
し
た
会

員
候
補
を
首
相
が
形
式
的

学
術
会
議
の
改
革
　
政
府
方
針
撤
回
せ
よ

　
独
立
性
崩
し

    

「
学
問
の
自
由
」
を
侵
害 

に
任
命
す
る
と
い
う
学
術

会
議
法
の
規
定
を
否
定
し
、

会
員
選
考
に
第
三
者
を
参

画
さ
せ
、
政
治
介
入
す
る

も
の
で
す
。

　

ま
た
学
術
会
議
の
基
本

的
な
活
動
方
針
や
科
学
的

助
言
に
つ
い
て
「
政
府
等

と
問
題
意
識
や
時
間
軸
等

を
共
有
」
す
る
よ
う
求
め

役
割
が
あ
り
ま
す
。「
政
府

等
の
問
題
意
識
」
に
合
わ

せ
る
こ
と
に
な
れ
ば
、「
学

問
の
自
由
」
が
制
約
さ
れ
、

御
用
機
関
に
変
質
し
て
し

ま
い
ま
す
。

　

学
術
会
議
発
足
の
原
点

は
、
前
身
の
学
術
研
究
会

議
が
御
用
機
関
に
変
質
し
、

多
く
の
研
究
者
が
侵
略
戦

争
に
動
員
さ
せ
ら
れ
た
痛

苦
の
歴
史
の
反
省
に
立
っ

て
、「
学
問
の
自
由
」
と
学

術
会
議
の
独
立
性
を
保
障

し
た
こ
と
で
す
。
学
術
会

議
を
変
質
す
る
方
針
は
撤

回
す
べ
き
で
す
。

　

寒
気
団
が
日
本
列
島
に
。

「
北
海
道
、
東
北
は
大
雪

だ
」「
関
東
は
各
地
で
霜
や

薄
氷
が
は
っ
た
」「
サ
ザ
ン

カ
の
花
が
あ
ち
こ
ち
で
目

立
つ
」「
背
の
高
い
皇
帝
ダ

リ
ア
も
咲
い
て
い
る
」

　

一
年
間
の
ご
愛
読
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。

　

来
年
は
１
月
10
日
か

ら
発
行
予
定
で
す
。

軍拡でなく
　外交力こそ安全保障

　世界平和アピール七人委員会

　

世
界
平
和
ア
ピ
ー
ル
七

人
委
員
会
は
９
日
、
ア

ピ
ー
ル
「
軍
事
力
拡
大
で

な
く
外
交
力
こ
そ
真
の
安

全
保
障
で
あ
る
|
防
衛
政

策
の
根
本
的
転
換
は
認
め

ら
れ
な
い
」
を
発
表
し
ま

し
た
。

　

ア
ピ
ー
ル
は
、
岸
田
文

雄
首
相
が
安
保
関
連
３
文

書
の
改
定
に
む
け
、
敵
基

地
攻
撃
能
力
の
保
有
を
認

め
、
防
衛
費
の
大
幅
な
増

額
を
防
衛
相
や
財
務
相
に

指
示
し
た
こ
と
を
危
惧
し

て
い
ま
す
。
同
委
員
会
は

「
い
か
な
る
状
況
に
あ
ろ

う
と
も
、
日
本
と
し
て
外

交
力
に
よ
っ
て
解
決
を
図

る
国
で
あ
り
続
け
る
こ
と

を
強
く
求
め
た
い
」
と
し

て
い
ま
す
。

　

七
人
委
員
会
は
人
道
主

義
と
平
和
主
義
に
立
つ
不

偏
不
党
の
有
志
と
し
て
結

成
。
現
在
の
メ
ン
バ
ー
は

大
石
芳
野
、小
沼
通
二
、池

内
了
、
池
辺
晋
一
郎
、
高

村
薫
、
島
薗
進
の
６
氏
。

　

大
石
芳
野
氏
は
、
先
日

五
日
市
街
道
沿
い
の
延
命

寺
で
行
わ
れ
た
中
島
飛
行

機
空
襲
の
イ
ベ
ン
ト
に
参

加
さ
れ
て
い
ま
す
。

て
い
ま
す
。
学
術
研
究
の

問
題
意
識
や
時
間
軸
は
多

様
で
、
政
府
の
そ
れ
に
一

致
す
る
と
は
限
り
ま
せ
ん
。

そ
こ
に
科
学
者
の
独
自
の


